様式第１号（その３）記載例
（古紙回収・１か所の場合）


富山県エコ・ステーション認定申請書

令和〇年〇月〇〇日

富山県知事　新田　八朗　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　　　富山市○○町一丁目２番３号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社○□商店
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　代表取締役　富山　太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　属　　総務課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　高岡　太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　０７６－△△△－○○○○

[bookmark: _GoBack]富山県認定エコ・ステーションとしての認定を受けたいので、富山県リサイクル認定事業実施要綱第３条第１項の規定により、関係書類を添えて申請します。

	回収区分（該当する区分のすべてに〇を付けること。）
	古紙（新聞、雑誌、紙パック、段ボール）

	回収拠点
	名称
	高岡ショッピングセンター資源ステーション

	
	所在地
	高岡市〇〇町一丁目２番３号

	設置者
	名称
	株式会社○□商店

	
	所在地
	富山市○○町一丁目２番３号

	管理者
	名称
	高岡ショッピングセンター

	
	所在地
	高岡市〇〇町一丁目２番３号

	回収時間
	曜日
	毎日（高岡ショッピングセンターの休館日を除く）

	
	時間帯
	9:00～20:00

	回収体制（無人または有人に〇を付けること。）
	無人（※住民が回収場所へ直接持ち込む場合）・
有人（※管理者が持込品を確認するなど、手助けする場合）

	管理方法
	回収した資源物を箱又は容器等で保管する方法
	・新聞、雑誌、段ボールの区分ごとに回収ボックスを設置している。
・回収ボックスには屋根が付いており、雨等で回収品が濡れにくい構造となっている。

	
	回収場所の見回り又はカメラ等での監視の状況
	・毎日、開始時と15時頃、終了時に見回りをして回収量を確認し、回収ボックスの容積の６割程度まで回収されたら、古紙収集事業者に引き取りを依頼して、回収ボックスから回収品があふれないように管理している。
・終了時には回収ボックスを施錠して、盗難や不法投棄等を防止している。

	
	回収対象外品の持込禁止に関する啓発状況
	・持込禁止品を具体的に例示した掲示板を回収ボックス本体に設置し、利用者へ啓発している。
・ショッピングセンターの店内のポスターやウェブサイトでも啓発している。

	再使用・再生利用方法
	回収した資源物を引き渡す事業者
	名称
	株式会社〇〇古紙回収商店

	
	
	住所
	高岡市△△町二丁目３番４号

	備考
１　この申請書は、県が別途定める公募期間内に提出すること。
２　複数の回収場所をまとめて申請する場合など、各欄にその記載事項のすべてを記載することができないときは、同欄に「別紙のとおり」と記載し、この様式の例により作成した書面を添付すること。
３　次の書類を添付すること。
＜添付書類＞
（１）回収場所付近の見取図（地図など）
（２）敷地内の見取図
（３）回収場所の写真
（４）資源物を保管する箱又は容器等の写真
（５）監視カメラの設置場所の写真（該当する場合）
（６）回収対象外品の持込禁止に関する啓発状況がわかる写真



